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出会い、語り、未来をひらく

サイエンスアゴラ2026（9月12日（土）、13日（日））開催予告

　｢サイエンスアゴラ」は、科学技術と社会をつなぐ国内最大級のオープンフォーラムで、
あらゆる立場の人たちが集う広場です。今年も大学や研究機関、企業などから多様な
出展者が集まり、未来のくらしや社会、科学技術の可能性を体感できるプログラムを展開
します。中高生等による出展も充実しており、先端研究機関のブースと近接配置する
ことで、次世代を担う若者と研究者との対話が自然に生まれる場を創出します。また、来場者と出展者、さらに出展者同士
の対話の活性化を後押しする工夫も加え、科学技術と社会のこれからを共に考える機会の提供を目指します。

開催概要

興味でめぐる、5つのジャンル
　来場者が自身の興味に応じてプログラムを選びやすいよう、「未来の技術でくらしが変わる」「地球・環境・未来を守る」
「いのち・からだ・医療のひみつ」「見て・さわって・楽しく学ぶ」「社会とつながる・世界とつながる」の5つのジャンルを設定しま
した。また、サイエンスアゴラ推進委員による、ブースの配置を工夫する「キュレーション」を実施し、多様な分野のつながりを
感じながら回遊できる構成としました。さらに、注目プログラムとして、量子や宇宙などをテーマとする最先端研究から身近
なくらしに関わる内容まで、幅広い企画が選ばれています。

関心が見えると、対話が変わる — 新たな仕掛け「Interest Tag」
　今年の新たな取り組みとして、「I

イ ン タ レ ス ト
nterest T

タ グ
ag」を導入します。来場者にはジャンルを示したシールを身に着けてもらい、

自身の関心領域を可視化します。さらに自由記述のシールも用意し、「環境問題」や「AI」といった関心テーマや、「じっくり
学びたい」「研究の背景や詳細を知りたい」「気軽に概要を知りたい」といった求める情報の深さや見学スタイルを自由に表
現できるようにします。これにより出展者は来場者の関心や状況を踏まえた声がけや説明が可能となり、よりきめ細かな
対話の実現を図ります。

出展者もつながる、交流を生む取り組み
　今年は出展者同士の交流促進にも力を入れます。フロアごとに出展者見学の時間帯を設定し、自ブースを離れて他の
出展を体験できる機会を設けるとともに、出展者交流会では従来のピッチプレゼンに加え、参加者同士の対話を一層促す
仕掛けを取り入れる予定です。分野や立場を超えた交流から新たな気付きや連携が生まれることを期待しています。

実施日時 プログラムタイトル 出展者

9/12（土） 10:00-18:00
9/13（日） 10:00-17:00

ダイヤモンドがセンサーに!？ 量子科学技術研究開発機構
見えない違いを見つける科学 カワノラボ・ニッセンケン
波で物を動かす ： 超音波が拓くインターフェース 筑波大学 デジタルネイチャー開発研究センター
匂いと触覚で感じる、植物の感覚の世界を体験しよう! JST ERATO豊田植物感覚プロジェクト
3Dプリンタで創る自助具と、未来を紡ぐ対話ブース COCRE HUB
気候ストライプで考える私たちの暮らし 気象キャスターネットワーク

実施日時 プログラムタイトル 出展者
9/12（土） 12:00-13:00 画期的！みんなに優しい快適な空旅にするJAXAの提案 宇宙航空研究開発機構
9/13（日） 10:30-12:00 AIでつむぐ、みんなの共創アイデアソン 当事者の声からインクルーシブ社会を目指す団体
9/13（日） 13:00-14:30 宇宙の電波を調べる野辺山宇宙電波観測所 自然科学研究機構 国立天文台 野辺山宇宙電波観測所

日　時 9月12日（土）10:00-18:00、13日（日）10:00-17:00
参加費 無料（一部、材料費など実費がかかるプログラムがあります）

参加方法
ご来場に際し事前登録は不要です。
一部のプログラムは、個別の参加登録や当日配布の整理券が
必要です。

主　催 科学技術振興機構（JST）

■ ブース

■ セッション

サイエンスアゴラ2026推進委員会が選んだ注目プログラム

会　場 テレコムセンタービル他（東京・お台場青海地区）

https://www.jst.go.jp/sis/scienceagora/2026/

最新情報はサイエンスアゴラ
2026特設サイトでご確認ください。
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細胞内の大きな温度変動の仕組みを発見
定説を覆す特異な熱移動様式が存在か

　近年、単一細胞内で、発熱に由来する数℃程度の温度変
動の存在が明らかとなり、生物学・医学で話題になっていま
す。従来は、細胞内で熱は伝導によって素早く拡散して10
万分の1℃程度しか上昇しないと考えられており、実測値と
の著しい差がなぜ発生するのか疑問視されていました。
　東京大学大学院薬学系研究科の岡部弘基特任准教授ら
の研究チームは、微小領域における局所的な温度計測に
用いられる蛍光性ポリマー温度センサーと赤外線レー
ザー照射による温度操作技術を統合し、細胞内の温度分
布を時間分解能9ms（ミリ秒）、空間分解能280nm（ナノ*
メートル）という極めて高い時空間分解能で追跡する新手
法を開発。細胞を数秒間加熱した後の温度変化を解析し
た結果、細胞内で熱が拡散する速度が熱伝導モデルに基
づく計算で得られるμs（マイクロ*秒）より劇的に遅く、数秒
間も維持されることを発見しました。さらに、温度が元に戻
る速度が著しく遅い原因として、細胞核や生体分子が関与
していることと、細胞内の熱移動が熱伝導の基本的性質で
ある拡散性を持たず、その場にとどまりながらゆっくり消
失することを、実験により明らかにしました。

多機能フォトニック結晶の構築法を開発
高度な光機能を持つ次世代材料にも応用可能

　光の波長と同程度の数百nmの周期的なナノ構造を持つ
「フォトニック結晶」は、特定の波長の光を選択的に反射する
ことで「構造色」と呼ばれる色を発現します。厚さがナノメー
トル・スケールの2次元状物質である機能性ナノシートを用
いてフォトニック結晶を構築すれば、さまざまな機能を統合
した多機能フォトニック結晶を開発できる可能性がありま
すが、ナノシートの構造上の課題から、フォトニック結晶を構
築可能なナノシートはこれまで数種類に限られていました。
　信州大学学術研究院繊維学系の佐野航季准教授らの研
究チームは、基盤ナノシートの表面を機能性ナノ粒子で修
飾することで、ナノシートの性質を維持したままフォトニック
結晶を機能化する方法を確立しました。研究チームは、表面
が負に帯電した酸化チタンナノシートに、表面が正に帯電し
た金ナノ粒子、金ナノロッド、蛍光シリカナノ粒子を徐々に添
加し、機能性ハイブリッドナノシートを開発。続いて、得られた
ナノシート間の距離を数百nmに拡大することで、光の吸収・

　この結果は、細胞内において、熱は瞬時に拡散して消失
するという従来の定説を覆し、生体分子の介在による特異
な熱移動様式が存在することを示すものです。今後の生
物学・医学における機能操作技術の開発のほか、生物の高
いエネルギー効率や疾患メカニズムの解明に貢献するこ
とが期待されます。（TEXT：中條将典）

反射・発光という3つの発色原理を統合した多機能フォトニッ
ク結晶を実現しました。さらに、ナノシートを3次元可視化し、
フォトニック結晶の光学機能を動的に制御できることを実証
しました。
　今回の成果は、高度な光機能を示す新規色材・インクや次
世代材料の開発に適用できる可能性があります。無機ナノ
シートの構造と振る舞いを精密解析するための基盤技術と
しても役立ちそうです。（TEXT：中條将典）

戦略的創造研究推進事業CREST
研究領域 「細胞操作」
研究課題 「量子スマートツール：温度シグナリング操作による神経/グリアの機能制御」

研究成果

創発的研究支援事業
研究課題 「二次元物質の一次元自己集積化を基軸とする無機超分子ポリマー」研究成果

金ナノ粒子に由来する赤色や、金ナノロッドに由来する青色、フォトニック
結晶に由来する構造色が融合した独特な色合いを観察できる。

赤外線レーザーで細胞を加熱した際の細胞内の温度分布の時間的変化（上）。熱は伝
導によって瞬時に拡散する（下）のではなく、その場にとどまりながらゆっくり元に戻る。

*ナノは10億分の1、マイクロは100万分の1
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細胞内の観察結果
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